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とくに第一部 IV「西田哲学の基本思想」が挙げられる。なお、この秋月の論考の雑誌初出は 1957 年である。
（12） 晩年の西田の数学論に関しては松丸壽雄［2005］を参照。同時に、逆対応は務台理作［1944 → 1996］の「場所的対応」と
いう語からヒントを得たものであるという指摘もある（小坂国継［1994］を参照）。
（13） 逆対応という語は初出時には個と個との関係を表す語であった。この語は論文「場所的論理と宗教的世界観」に先立つ論文
「数学の哲学的基礎附け」において初めて現れる。そこでは、「併し矛盾的自己同一的に自己自身を限定する形に於ては、個
と個とは、根柢的に、相互に何処までも逆限定の意義を有つたものでなければならない、相互否定の意義を有つたものでな
ければならない。形が一面に於て自己否定的でなければならない。而も否定の否定として自己肯定的に、自己自身を限定す
る形は、先づ自己自身に一々対応するのである。云はば個と個とが逆対応をなす所に自己自身を限定する形といふものが考
へられるのである」（11-243）と言われており、個と個との関係について「逆対応」と言われていた。また、逆対応と対を
成すような「一々対応」という語も使われていた。論文「数学の哲学的基礎附け」の中では他にも、「被限定面に於てある
個物的多とは、正と負と逆対応をなすと考へなければならない」（11-244）、「個と個との逆対応から力の世界が考へられる
のである」（11-244）とも述べられており、ここでも個と個の否定を介した関係について逆対応と言われている（11-248f. に
おいても個と個との否定的関係の観点から逆対応的、逆対応性といった言葉が使われる）。しかし、論文「数学の哲学的基
礎附け」に続く論文「場所的論理と宗教的世界観」においては、この語はもっぱら絶対と相対との関係を示す語として使用
されるようになる。逆対応の語は数学の集合論の文脈で初めて現れるため、論文「数学の哲学的基礎附け」においては、い
まだ個と個との対応関係を表す語として「一々対応」と対をなす語として使用されていたが、宗教論に深まることによって
逆対応は「一々対応」といった語とは決して対をなさないような絶対と相対の関係を表す語へと深化したのであろう。逆対
応という語の成立の経緯は、松丸壽雄［2005］も参照。また、絶対の自己関係を表す語としても逆対応が使われているが、
絶対と相対の関係は、絶対者が否定を介して自己自身と関係することでもあるので、事態としては一つの事態となってい
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る。この点に関しては、竹村牧男［2002］とくに第二部第三章「逆対応の宗教哲学」を参照。更に、こういった逆対応の
諸々の関係のあり方をコンパクトにまとめたものとして小坂国継［1994］も参照。
（14） 逆対応という西田の言葉の中に、滝澤克己の『西田哲学の根本問題』（1936 年）に対する応答の要素が含まれているという
主張がある（例えば、前田保［2006］）。しかし、逆対応という言葉自体は最晩年の「場所的論理と宗教的世界観」（1945 年）
とその前に書かれた「数学の哲学的基礎付け」（1945 年）において現れてくる言葉であるが、このような「人から神ではな
く神から人へ」というモチーフはアガペーとの連関で『無の自覚的限定』（1931 年）の中でも既に述べられている。また
「弁証法的一般者としての世界」（1934 年）においても「我々から絶対者に到る途はない。神は絶対に隠された神である。
我々が行為によつて物を見るといふ方向へ、何処まで行つても神に撞着するのではない」（7-427）と言われている。また、
論文「絶対矛盾的自己同一」（1939 年）においても、「而して我々が斯く自己自身の根柢において自己矛盾に撞着すると云
ふも、自己自身によるのでなく絶対の呼声でなければならない」（9-216）と語られている。同様に『哲学論文集　三』の
「図式的説明」（1939 年）にも、「人間より神に行く途はない」（9-334）という言葉がある。事態としては、滝澤克己の所謂
「不可逆」に繋がるような問題であるが、滝澤の『西田哲学の根本問題』出版以前の「弁証法的一般者としての世界」にす
でにこのような記述があり、それが一貫して保持されていることから、「人から神ではなく神から人へ」という西田の問題
意識は滝澤を通じて生じたものではなく、弁証法神学との対決を通して生じたものと考えてよいだろう。また、逆対応とい
う語の成立状況の背景に関しては、小坂国継［1994］が詳しい。
（15） ここでは紙幅の関係上詳述できないが、神のロゴスとしての当為という点についは、白井雅人［2008］で詳しく論じた。
